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①推定

②確定

③完全

【定性試験】 【定量試験】

（食品衛生検査指針 2018年）
検査材料

試料液の調製

ＢＧＬＢ培地 試料液 ﾃﾞｿｷｼｺﾚｰﾄ寒天培地

培養 培養

ガス発生試験管 赤色の定型的集落

EMB寒天平板培地

培養

金属光沢または紫赤色の定型的集落

乳糖ブイヨン 普通寒天斜面

培養

酸の産生、ガスの発生 グラム陰性 無芽胞桿菌

大腸菌群陽性

試料液

48±3 時間 20±2 時間

24±2 時間
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35±1℃35±1℃

35±1℃

35±1℃ 35±1℃
24±2 時間24～48±3 時間

培養

操作手順
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試験
分類

定性試験 定量試験

培地 ＢＧＬＢ培地 デソキソコレート寒天培地

組成

牛胆汁末
乳糖
ペプトン
ブリリアントグリーン
水

20.0g
10.0g
10.0g

0.0133g
1000mL

デソキシコール酸ナトリウム
ペプトン
クエン酸鉄アンモニウム
塩化ナトリウム
リン酸一水素カリウム
乳糖
ニュートラルレッド
寒天
水

1.0g
10.0g
2.0g
5.0g
2.0g

10.0g
0.033g
15.0g

1000mL

pH 7.0±0.2 7.1±0.2

加熱
条件

121℃、15分 加温溶解

培地組成
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試験分類 定性試験 定量試験

培地名 ＢＧＬＢ培地 デソキシコレート寒天培地

培地状況

判定（陽性反応） ガス産生 赤色の定型的集落

反応原理 乳糖分解しガス産生 乳糖分解し酸産生

発育阻害物質
（グラム陽性菌）

ブリリアントグリーン、
胆汁

デオキシコール酸
ナトリウム

結果の表記 陰性／g ⇒ 陰性 個／g ⇒ 陰性

検査判定のポイント
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ﾃﾞｿｷｼｺﾚｰﾄ寒天培地

大腸菌群発育

乳糖分解 酸生成

ﾃﾞｿｷｼｺｰﾙ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

ﾃﾞｿｷｼｺｰﾙ酸

ﾆｭｰﾄﾗﾙﾚｯﾄﾞ

ﾅﾄﾘｳﾑ

＋

赤変

分解

コロニー
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外部精度管理（クロスチェック）への取り組み

・継続的に安定的な結果が得られることが重要
・不良評価の要因を考察し、改善を行うことが重要
・個人の技能向上は施設の検査信頼性向上に繋がる
・大腸菌群・大腸菌検査の実施もお願いします

検出原理を理解しましょう

菌と培地の組み合わせです

最後に
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